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コロナ対策については小矢部市はしっかりとやっている。
90％余りというのは良い数字だと思う。ただ、今、これだけ
収まってきた、沈静化された状況を維持していかなければ
ならない。維持していくのが大変だと思う。正直、気が緩ん
できていて、また感染が拡大する可能性が非常に強いと思
う。感染対策をもっとしっかりとやっていってほしいと思う。

３回目の接種については、12月から医療関係者が始まる。
そして、おそらく一般の方は２月頃からだと思う。集団接種
になるのか、その辺はまだ正確には決まっていない。３回
目の接種を行うというのは確実であるため、皆さんのご協
力の程、よろしくお願いしたい。

子どもの接種はどの辺まで進んでいるのか。中学生、高校
生は進んでいるのか。受験を控える中学３年生は。

中学３年生については、優先的に打てるように小矢部市は
対策した。
10月31日時点で、12歳以上の10代では１回目が80.6％、２
回目が80.1％である。２回目の接種率は、20代が80％、30
代は84％、40代は88.8％、50代は92.3％、60代は94.3％、
70代は94.2％、80代以上は91.1％となっている。
小学６年生は誕生日が来た時にご案内がいくようにして、
その都度、北陸中央病院で打ってもらえる形になっている。
それより下の年齢はまだどうなるかわからない。

ワクチン接種について、自治体によって優劣があるように
思う。いろいろなやり方で効率よくスムーズにやっていると
ころがあるわけだが、議会として、市当局をどうチェックして
いくのか。３回目のワクチンについても、効率よくスムーズ
にいくように、これまでの反省を踏まえてやっていくというこ
とを検討いただきたい。

ワクチン接種に関しては、小矢部市は市長から職員が力を
合わせて、本当によくがんばっていただいた。議会として
チェックするのは予算的なことであり、コロナに関する臨時
会を昨年から何度も行い、その臨時会において議論をして
しっかり精査している。今後、３回目の接種に関しては、皆
さんのところに接種券が発送されていくと思うので、それに
従ってやっていただければと思う。もちろん、反省すべきと
ころは反省するということで、市当局と議会としても話はし
ている。

①最近、ヨーロッパや韓国あたりで２回接種していても、半
年くらい過ぎると、感染が増えてきている。小矢部市は３回
目については、まだ検討中ということで、医療従事者は12
月から始まるが、我々はいつからになるのか。
②対策することはどれだけあっても良いことだが、いつまで
も自粛自粛と、これで３年目になるが、国や東京等につい
ては新聞やニュースでもよく見るし、県でも知事が記者会見
して新聞に出ている。公の機関は自分のところでもし出たら
ということで、疑心暗鬼になって自粛が続いていってしまう
のか。そこら辺の情報発信がないような気がするが、小矢
部市は誰がどのようにコントロールして、発信していくの
か。

①ワクチンの３回目については、先程申し上げたように医
療関係者は12月から始まり、一般の方は２回目を打たれた
後、８か月後になるので、５月から打ち始めて、６月に２回
目を打たれた方が一番早いと思う。２月頃から順次、打て
ると思う。
②行事に関しては、難しいところで、誰がどうすると言われ
たら私どもは何も言えないが、最終的には市長の判断にな
ると思う。本当にやめてばかりではいけないので、今、感染
者も出ていないし、皆さんも新しい生活スタイルに慣れてき
ており、飲食店もそういう対策をしている。また、宴会の制
限もはずれたので、少しずつ戻っていくものと考えている。
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家族の反対にあって、コロナワクチン接種を受けていない
人もいるらしい。富山県で新規感染者ゼロの日が１か月近
く続いていて、ワクチン接種のおかげだと認識している。
もっと接種者が多ければと思う。小矢部市でも１割の人が
受けていないということになれば、例えば、富山市や高岡
市だともっとたくさんの人が受けていないということである。
強制はできないのか。

国の制度で接種については任意になっているので、強制は
できないのが現実である。高齢のために受けられない方も
いらっしゃる。９割以上の方が接種されて、小矢部市は53
人の感染者しか出していない。金沢に通勤されたり、アウト
レットがあったりして、発生してもおかしくない状況ながら、
本当に市民の皆さんに手洗い、マスクなどいろいろなことに
気をつけていただいて、発生していないのはありがたいこと
だと思う。今後ともコロナ対策に気をつけて生活していただ
きたい。
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①実質公債費比率や将来負担比率は、初めて見た数字で
ある。いきなり出されても、初めての人は何のことかわから
ない。他市との比較をすることも必要だと思う。300％を超え
ると危ないとか、20％を超えたら何もできないとかいうこと
は初めて聞いた。他市の数字を出すとか、小矢部市はなか
なか危機的な状況であるということを皆さんに認識してもら
わないといけない。
②国、県、市全体が予算を組んでも借金ばかりである。そ
れでうまくいくのかと思う。議会報告会や意見交換会もきれ
い事ばかりでなくて、市財政はこんな状況だということを示
さないといけない。将来、子どもたちに負の遺産ばかり背負
わせるのはいかがなものかなと思う。市財政の状況につい
て、他市とも比較して、小矢部市がどういう状況かというこ
とが大事なことではないかと思う。そういう観点からも議会
報告をしていただければと思うので、今後、よろしくお願いし
たい。

今、令和３年度だが、５年経ったらこのくらいの数字、10年
経ったらこのくらいの数字というふうに、将来的な数字を知
りたい。何年後には健全な収支が出てくるとか。

①実質公債費比率については、18％を超えるとお金を借り
る時に県の許可を得なければならない。20％を超えると自
分で何もできないということになる。14.9％は高い数字であ
る。将来負担比率については、300％を超えてはいけない。
議会としては、将来負担比率は100％以下にしたい。そし
て、実質公債費比率は５、６％くらいでないといけないと
思っている。
②議会改革協議会は議長を除いた全員でやっている。議
会改革協議会に問題を提起する理事会というものがあり、
理事会で話をして、協議会にかけるという形である。理事会
は、議会運営委員会が中心になって、砂田議員と白井議員
を入れた８名が理事となり協議している。定例会ごとに議会
改革協議会を開き、そこに理事会から提案をして、そこで決
定していくということになっている。

①この数字については、毎年お配りしている「みんなで考え
よう　おやべの予算」に出ている。
②公債費比率と将来負担比率が高くなっていることについ
ては、大きい事業をすると補助金はあるが、半分は自分達
で出さないといけないので借金になる。アウトレット、駅周辺
整備事業、市民交流プラザ整備事業など、ここ数年の間に
一気に増えている。これから何十億もかかるような大きい
事業が果たして可能かどうか。これから行政も大変かなと
思っており、しっかり我々も目を光らせて、やって良いことと
悪いことということはがんばっている。大きい話になると、
我々議員が地区に相談したり、報告したりしてやっていくつ
もりなので、皆さんもこのようにいろいろ意見を言っていた
だけると本当にありがたいと思う。

市の財政課で算定している。しっかり計画してやっている。
議会は、二元代表制で市長を監視する役割があるので、
しっかりやっていきたいと思っている。

実質公債費比率については、確かに小矢部市が大きい事
業をやってきたからというのはわかる。これから下がってい
くのか。

令和５年がピークで、それから下がっていく。

将来負担比率とはどういう意味なのか。 将来負担比率は、小矢部市の標準財政規模というのが
あって、小矢部市はこれくらい必要だろうというお金が100
億ちょっとあり、それに対して小矢部市の借金がどのくらい
あるかというものである。
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①健全化判断比率について、実質公債費比率14.9％はい
つのことか。それから将来負担比率が196.7％となってい
る。将来というのはいつのことを言っているのか。パンクし
てしまうのではないか。どういうことなのか。
②議会改革について協議しているとのことである。とても良
いことである。このことについて、状況がどのようになってい
るのか。また、議会構成の中で議会改革協議会はどこに所
属しているのかお聞かせいただきたい。


